
海外舞踊文献紹介

ダンス ・セラピ-(ド イツ語圏)

本稿では, 1980年代から今日までにドイツ語で

出版されたダンス ・セラピー関連の文献の一部を

紹介する。アメリカからの紹介を目したものを含

め, とくにドイツ語圏での先駆と呼ばれたものを

取 り上げた。

ドイツ語で出版されているダンス ・セラピー文

献は, 日本語文献とは比べ物にならぬほど数多い

とは言え, 今のうちなら網羅できるかもしれない

くらいの出版数である。出版 される文献には, 領

域の成長度合いを反映 して, さほど細分化できる

種類別がない。つまり総説, 事例 をもとにした啓

蒙書, 指導法紹介がほとんどを占める。歴史研究

(個人研究), 他領域 との境界研究などもありはす

るが, 十分な下地と量はないと感じられる。

1) Trudi Schoop,... komm and tanz mit mir!, Pan
Verlag, Zurich, 1981

1974年 に アメリカで出版 された, ダ ンス/ム ー

ブメ ン ト ・セ ラ ピー創 始者 の ひ と りであ る トゥ

ルーデ ィ ・シュープ(1903-1999)は ス イスに生 ま

れ, 戦 前 はヨー ロッパで舞 踊劇団 を率 いていた。

著 "won't you join the dance?Mayfield Pub., 9gは,

1979-1981年 には ドイツ語で出版 されている(日 本

で は平井 タカネ他訳 によ り 「か らだの声 を聞いて

ごらん?ダ ンスセラ ピーへ の招待」 として1988年

に紹 介 され た)。 シ ュープは, も う一 人の創始者

マ リアン ・チ ェイスが東海岸 で独 自の活動 をは じ

め たの と前 後 して西 海岸 で ダ ンス/ム ーブ メ ン

ト・セ ラピー をは じめる。 シュープはスイス出身

で, 舞 踊劇団 を率いて長 くヨー ロッパで活動 して

い た。

 チ ェイスは当初か らダンスマガ ジンな どに寄稿

してい たようだが, 成 書の形 では これ までの とこ

ろ公 には和訳 も独訳 もされていない。 これに対 し

て, シ ュープの本書 は 日独両 国でほぼ最初 にダ ン

ス ・セ ラピー専 門書 として発行 されている。

 セ ラピス トとして患 者 と出会ってゆ くプロセス,

そ して当然患者 たちの変化 のプロセスを, 平 易 な

表現で, 自然な流 れで紹 介 してゆ く。注 目 したい

の はセ ラピス ト自身の変化 のプロセスにつ いて も

触れ られている ことで, 他 には見 られない特徴で

あ る。 これ らのス トー リーに編 み込 まれ るように,

ダ ンス ・セラ ピーの構造, 治 療機序 も無理 な く説

かれてゆ くので, 導 入/紹 介書 として支持 され る

ことが納得できる。

2) Liljan Espenak, Tanztherapie; lurch kreativen
Selbstausdruck zur Personlichkeitentwicklung,
Sanduhr Verlag, Dortmund, 1985 (org: Dance
Threpy; Theory and Application, Charles C. Tho-
mas Pub., Springfield, 1981)

エスペナク(1906-1988)は 最初期のヴィグマン

舞踊団の一員であった経歴を持つ。第2次 世界大

戦後にアメリカに渡ってダンス ・セラピー草創期

から活躍 した。本書は上記のようにアメリカで出

版されたものを, エスペナク本人が ドイッを訪れ

た折に翻訳による出版が決定 した。

彼女はア ドラー派心理学, ローウェンのバイオ
エナジェティクスなどを取 り入れた, 心身のエネ

ルギーの流れの関連づけと, エスペナク ・ホイー

ルとあとで名付けられた円運動やスイングを中心

としたバランス回復 を意識化 し実現する為のエク

ササイズにより, 独特のダンス ・セラピー理論及

び方法論を構築 した。 シュープの一冊 とともに, 

「ダンス ・セラピーの古典」 とも言 うべ きもので

ある。前書きの一つをローウェンが書いている。

3) Fe Reichelt, Ausdruckstanz and Tanztherapie. -
Theoretische Grundlagen and emn Modell-
versuch, Brandes & Apsel, Frankfurt, 1987

Fe Reicheltは, 北京 で幼少期を過 ご したあ と

1949年 から1953年 をベルリンのヴィグマンのも

とで過ごした舞踊家である。舞台活動, 舞踊教育

活動を展開するかたわら, 気功等の東洋体育, 特

に呼吸法を活用して独自のダンス ・セラピー方法

論を構築 してきた。

 本書の前半ではフロイトの自由連想法, ユング
の象徴理論を土台に, 夢が非常に独特の方式で自

己の深層に沈んでいる様々な思いを意識化し, 解

消する力を持っているのと同様の働 きをダンス, 

とくにインプロヴィゼーションに期待できること

を説 く。その際に呼吸は瞑想 を導く大きな役割を

果たす。

 後半では, 18～31歳 の8人 の参加者を抱えたグ

ループの実践例の紹介をもとに, 前半の理論編に

解説を加えてゆ く。特に具体的な疾病や問題を対

象にしていない。

 1990年 に出版された4)Atem Tanz und Therapie
-Schli ssel des Erkennens and Veranderns, Brandes &

Apsel, Frankfurtで は 自然運動 と陰 陽の呼吸 法を結

びつけた13の エ クササ イズ(ybung)が 紹 介され,

これ らの実践, 習 得に よ り基本 的感情 質の表現, 

ひいては内的葛藤の表出へ の道が開かれる とする

方法論 に発展 させている。5)AtemUbungen-Wege

in die Bewegung: Yin and Yang im Tanzentdecken,,
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Brandes & Apsel, Frankfurt, 1993 は, こ う したU

bungを, 26の パ ター ンにわた って, 呼 吸法, 運 動

法, 関 わ りの あるイメージ群 とともに紹 介 してい

る。

6) Cary Rick, Tanztherapie; Eine Einfi hrung in die 
Grundlagen, Gustav Fischer, Stuttgart, 1989

 シカゴ出身のRickは 独 自の経験 と方法論でダ
ンス ・セラピーを開発 してきた。

 50年代のアメリカ劇場モダンダンスになにか居

心地の悪さを感 じ, ウィーンに移ってベルリン時

代のWigmanの 弟子 と出会 う。若年の頃にクリ
ニックで分析的心理療法 を受けて来た経験 をもと

に, ある一定のレベルにある芸術的経験は, すで

に自己分析的であるという考えを持ち, 1970年代

に自分の分析医 とともに分裂病患者 とのダンス ・

セラピー実践をはじめる。 ドイツ ・ダンス ・セラ

ピス ト連盟 とは別に活動を行っている

 本書は最初に手短かに動 きの中にある(心 理的

特性だけではなく, 様々な)可 能性 とこれを解 き

放つこと, そしてこれを具体的体現するものして

のダンスの関係を説明 したあ と, 総ページの約

30%を 割いて, 患者の動き, ダンスがどのように

分析評価され得るか, あるいはされるべ きかとい

う問題を, 記譜法とともに解説紹介 している。こ

れは治療計画を立てる上でも大変重要視されてい

る。後半では, 患者から出てきた具体的な動 きや

感情に対 して, これをどのようにダンス活動の中

で展開させてゆ くことができるか, など具体的な

進め方が示される。

7) Elke Willke (Hrsg), Gerd Holter. (Mitarbeiter),
Hilarion Petzold (Mitarbeiter), Tanztherapie-
Theorie and Praxis: Emn Handbuch. Junfermann,
1991

 責 任 編集者 Wilke は1980年 代 Tanztherapie Inter-

essen Gemeinshcaft を 創 立。1984年 Deutsche Ge-

sellschaft fur Tanztherapy と な る。1986年 よ りダン

ス ・セラ ピス ト養成 を開始。 以来, ドイツ国内 を

は じめスイス, ス コ ッ トラン ド, ア メ リカで活動

す るセラ ピス トを輩 出 して きた。Integrative Tanz-

therapieを 標 榜 している。

 本 書 は教科書 を意図 して企画 されてい る大部。

導入部 ではWilkeが ダ ンス ・セ ラピーの定義, 発

展 とその背景 を手短 にまとめてい る。 第一部で は

Wigman や Labanの 文 章 を紹介 し, Ausdruckstanz,

kreativer Tanzの 本 質 と心 理学 的側面 につ いての

理解 を深める場 を提供 する。 第二部では ダンス ・

セ ラピーのパ イオニア達 に よる(ダンス ・セ ラピー

論の紹介, 第 三～四部 では編集者 グループが標榜

す るイ ンテグ レーテ ィブ ・ダンス ・セ ラピーに関

す る研究論文 を収録。

8 ) Karl Hormann, Durch Tanzen zum eigenen Selbst;
Eine Einf U hrung in die Tanztherapie, Der Gold-
mann Verlag, Mi nchen, 1991

音楽心理学者 として出発 しているHormannは, 

ケルン体育大学を経て現在 ミュンスター大学にお

いて, ダンス ・セラピー研究所およびセラピス ト

養成講座の責任者である。1970年 代にフライブル

ク大学で始まった音楽療法の講座が1974年 にミュ

ンスター大学の非公式な研究会 として移って来て, 

音楽体験の中でのリズミカルな身体運動の効用に
ついての注目もされていた。1986年 にはこの講座

が国立大学では唯一の音楽 ・ダンス ・セラピーを

その内容とする学科目として採用されたというこ

とである。

 H6rmannは, 隣接あるいは連続線上にある領域

としての音楽とダンスの両方 を重視 し, 実践 ・研

究活動 を行ってきた。著書の中でも, 能動的音楽

活動をダンスとみなす こと, ダンス心理学を発端

としてダンス ・セラピーがあると示 し, また運動

観察 とこれによる分析を重視 している。アメリカ

や ドイツのダンス ・セラピー協会/連 盟で養成や

実践の中で義務づけられているラバ ン式運動分析

を参考にした独自の方法論, 絵画を通 した評価方

法 も紹介される。

 ダンス ・セラピー発展の背景については, 必ず

取 り上げられるヴィグマン, ラバン, ダンカンら

に加え, デルサル ト, メンゼンディーク, ダルク

ローズといった体操の系譜についても丁寧に繕い

ている。

 分析的研究方法論や, レンガをひとつずつ積み

上げるような論展開をする一方で, セラピー実践

においては, ダンスの中で生じる美的経験の積み

重ねをいかに生かすか, を最大の課題 とする, と

述べる。

9) Petra Klein, Tanztherapie- emn Weg zum Ganz-
heitlichen Sein, Pfeifer, Munchen, 1993

 本書はダンス ・セラピーの背景 となった諸理論, 

ダンス ・セラピーの機序 と方法論 を綿密 に紹介 し

てお り, 深層心理学 と人間性心理学の融合による

ホリスティック理論からのアプローチを試みてい

る。筆者 も前書 きで書いているが, ダンス ・セラ

ピス トを志す人々への教科書で もある。

 本書を著わしたPetra Kleinは もともと心理学 を

修めてお り, 1983年 にニューヨークでダンス ・セ

ラピス ト(DTR)の 資格を取得 して ドイツに帰国。

ドイツでのダンス ・セラピー紹介 と実践に力を注
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いで きた。多 くの先駆的ダンス ・セラピス トが, 

教育者 としてダンス ・セラピーの可能性に思い当

たったことか ら実践 を試みはじめたのに斌 し, 

Kleinは 自分の病的側面と現実生活との橋慈み り

としてのダンスを意識化 してダンス ・セラピーの

取 り組みを始めている。

 "Institut fur Tanztherapie Hamburg, ITTH"を 創 設

し, ハ ン ブ ル クで 実践 と教育 を行 ってい たが, 

1994年 以 降, 本 拠 地 をスペ インに移 した。 ダンス ・

セラ ピー関連 のワー クシ ョップ, 講 座, 会 合, プ

ラ イベ ー トセ ッシ ョンのほか管理職等 を対象 とし

た, 心 身の関係 に根 ざした指導法 のセ ミナーな ど

様 々な臨床心理学領域 のセ ミナーや ワークシ ョッ

プをお もに休暇 を利用 した合宿形式 で開催 してい

る。 また, ダ ンスや他 のパ フ ォーマ ンスのための

コンサ ー ト会場, 合 宿 の会場 な どとしてのサ ービ

ス も提供 する。

10) Gabrielle Roth, Leben ist Bewegung; fi of radikale 
Wege zur Selbstbefreiung, Wilhelm Heyne Verlag,
MUnchen, 1998(本 書 は1997年 に アメ リカで 出版 さ

れたSweat Your Prayers, Putnam, New Yorkの 独 訳

版 である。)

 筆 者 は演劇及 び舞踊 の指導者で, 自己啓発の方

法 として独 自の方法論 を展 開 して きた。特 に医療 ・

特殊教育 とい うものではな く, 一 般向 け とい った

ところである。 言葉遣 いが少 々カル ト風 なので,

怪 しむ向 きもある と想像 されるが, 体 験者 として

はその方法論 につ いて納得で きるものがあ る。

 紹 介 者 は, 7年 前 に オ ラ ンダ, ユ トレヒ トで

Roth方 式 の オー一プンクラス を体験 した(雑 居 ビル

の ダンスス タジオでRothの 直 弟子 に よ り定期 的

に行 われ ていた。 対象者 についての条件/記 述 は

特 にない)。 本 書 に も示 され ているが, まず 呼吸

と身体の意識 を覚醒 させ る入念 な導入があ り, そ

の後Flowing, Staccato, Chaos, Lyrical, Stillnessと い

う 「5つ の リズム」 を1時 間以上かけて次 々 と踊

り, 一 後 に言語的 に振 り返 りをする, とい うもの

であ った。 導入 と転換点の簡単 な指示 以外 はほ と

ん ど言 語化はない。 リズム と表現 されているが,

これ らは動 きとそ こで流れて くる音 楽の質 を示 し

ている。

11) Totem; Gelebter Schamanismus(原 題Maps to Ec-

stacy), Wilhelm Heyne Verlag, Mnnchen, 1990に お

いて も説 かれているが, Rothに とってダンス ・セ

ラピーは一種 の儀式 であ り, 人 生(一 生)を 映 し

だす旅 の ような ものである。 先述 の5つ の質 は人

生 の局面, 自我へ の課題 とも相応 してお り, ま た

同時に, こ れ らを注意深 く身体的 にたどってゆ く

こ とで, 自 己の深層 に眠 る問題 を発見 した り, 癒

した りで きる道具 になってい る。

 ま た, Rothは 独 自に作 曲 したセ ッシ ョン用音楽

をCDと して欧米で出版 してお り, すでに5シ

リーズを数える。

12) Elain V. Siegel, Sabine Trautmann-Voigt, Bernd
Voigt, Analytische Bewegungs- and Tanz-
therapie, Ernst Reinhardt Verlag, Munchen, 1999

 本 書 は1997年 にFischer Taschenbuch Verlagか ら

出 版 され たTanz und Bewegungsthrapie in Theorie

und Praxisを, ど うい う事情 でか出版 し直 したもの

で ある。

 第 一筆 者 のSiegelは ア メ リカの ダ ンス ・セ ラ

ピーが定着す るの に貢献大 であった第2世 代の人

物であ る。当初か ら精神 分析 との併用 など, 精 神

医学領域 に足場 を置いて活動 を してい る。 ドイツ

にお いては他 の2名 の筆者 とともにDeutsches In-

stitut fir tiefenpsychologische Tanztherapie and

Ausdruckstherapie e. V. の代 表者 である。

 本 書 は次の ような3部 か らなる。 第1部: 身 体

にお こる様 々な現象 の深層心理学的解説, 第2部:

事 例 を紹介 しなが ら, セ ッシ ョンの中で生 じる動

き(ダ ンス)を 「夢」 と同 じ働 きを持つ もの とみ

な し, 言 語, 非 言語 の両方 で本人 とともにその意

味 を繕いてゆ く 「精神分析 的ダ ンス ・セ ラピー」

の 内容 を提示, 第3部:「 ダ ンス ・セ ラピーの根

源的姿か ら」 と題 され, 創 始者マ リアン ・チ ェイ

ス式 グループセ ッシ ョンによる事例 を紹介 しなが

ら, ダ ンス ・セラ ピーの基本 的特性 とその重要性

について振 り返 る。

 雑 誌論文, 学 位論文等 は別 の機会 に扱お うと思

うが, 関連 学術 誌 で は, Deutshce Gesellschaft fur

Tanztherapieの 発 行す る"FORUM(1984年Infoと し

て創刊, 2000年 か ら改名, 年1回 発行)'9, Deutsches

Institut fur tiefenpsychologische Tanztherapie and

Ausdruckstherapieの 発 行 す る'9Zeitschrift fur Tanz-

therapie und K6rpelpsychotherapie(1994年 創 刊, 年

2回 発 行)", Akademie fUr Musik-Tanz-und

Kunsttherapieが 発 行 す る"Musik-, Tanz-, und

Kunsttherapie-Zeitschrift(1989年 創 刊, 年4回 発

行)"な どがある。 このほか, "Praxis Pchycomo-

torik9', 991ntegrativ Thrapie"等 の 臨床心理系 の学術 雑

誌 に も時折関連論文が掲載 されているほか, 体 育

大学, 教 育学部, あ るい は音楽大学の中の舞踊教

育課程や, 特 殊教育 の課程 を経 てダ ンス・セ ラピー

をテーマ とした卒業/修 士論文や, 臨床研 究に よ

る博士論文が執筆 されている(ケ ル ン体育 大学 で

は1984年 か ら1～2年 に1～2本 の頻 度 で ダ ン

ス ・セ ラピー に関す る卒業論 文が執筆 されている

ほか, 博 士論 文は1989年 フラ ンクフル ト大学 か ら

始 ま り2002年 末現在 で8本)。

(八 木あ りさ)
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